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ンは何れも軽度に増加，クリアランス試験では GFR Caは何等かの型で別に与えられなければならない
の低下， Kクリアランスの増加著明， K再吸収率は
負であった。
以上は原発性アjレドステロン症を強く示唆するが
試験開腹並死後の剖検で副腎腫湯・過形成は共に見
られず，叉腎性アチドーヂスとしても疑問を有し，
所謂K喪失性腎炎ならむと推定した。 
19) 乳児期における蛋白質吸収に関する研究
。石井誠一
正常乳児，未熟児，及乳児期 2~3 疾患に対し， 
West等の方法lζ従い蛋白質を経口的K負荷し其後
の血中アミノ N増加曲線を描き，これより消化吸収
過程K就き検討し 2~3 知見を得たので報告した。
1) 正常乳児血中アミノ N増加量は投与後 40分
ようである。
21) 外来に於ける離乳指導成績
。吉田亮J関谷晴子，
鈴木周一
「離乳研究班Jで製作した「離乳基本案JK依っ
て「離乳指導表Jをつくり， 142名の乳児の離乳指
導を行った。本表に従い得た者は 53.5%，従い得ぬ
者は 46.5%であり，従い得ぬ理由中時間及び回数の
不一致K依る者は 23名であった。従って実質的に 
本案lζ従い得ぬ者は 30.2%である。本案に従い得な
い事が体重増加に如何に影響するかを見ると，月令
の若い者では特に影響はなく，むしろ疾病に擢患す 
る事によって体重増加が障害された。月令の進むに 
~1 時間で既に最高値比達し以後次第に下降する傾 従って本案に従う事が体重面でも大きな役割を果し
向を辿った。
2) 未熟児に対する蛋白質負荷試験より，未熟児
は成熟乳児に比べ消化能力が劣り且アミノ酸処理能
力に於いても劣弱性のある事が認められた。
3) ヂストロフィーでは正常乳児K比べ血中アミ
ノN増加量がやや低い傾向を示したが有意の差は得
られなかった。 
“ 4)一肝障害を有する乳児lζ於ては消化能力は差程
の差が認められないがアミノ酸負荷後の血中アミノ 
N値は比較的高値を保ち続け未熟児と類似の傾向を
言志めた。 
20) 離訊食品中の電解質量について
吉田 亮，。西宮芳之助，
山本洋三，石井誠一，
石神一良，布川武男 
離乳期l乙与えられる主要食品を選んで電解質を測
定した。穀類・果実の Na 量は 2.2~90 mgj100gで，
Kは6.7~270mgjl00g， Cl は1O ~60mgj100g， 
Ca は 5.0~160mgYlOO g，Pは12.0--160.0mgj100 g 
であり，穀類以外の植物性食品は CaとP!c乏しい。
動物性食品K比しK・Pの含量が多く， Kは 120--
680 mgj100 g，Pが 150--570mgj100 gで， ~)レク
製品は更に Ca， P含量が他食品l乙比して著明に多
い。離乳食品として市販されている物は全て塩分で
味付されている事が窺われる。離乳が進んでミルク
の飲量が漸次減少し，離乳食の量が増すにつれて 
Na.Cl.Caは不足するが K・Pは不足しないようで
ある。 Na，Clは塩分によって合理的に補われるが，
て来7こ。、本案の量には左程問題はなく，発育の良い 
者は不足とし，発育の悪い者は多すぎると訴えるも
のがあった。然し月令が進むと全般的K量を不足と
する者は減じて来た。撰択食餌中では魚肉・豆腐・ 
卵はよく与えられており，バター，レバー等は案外
少なかったo
22) 電解質代謝より見た未熟児栄養の検討 P
吉田亮，。山本洋三，
布川武男，西宮芳之助，
石井誠一，石神一良，
吉松彰
末熟児lこ用いられる乳汁として，人乳， 5%糖添加 
12%稀釈市販調製粉乳， 20%稀釈市販半脱脂粉乳
の電解質N量を測定し，半脱脂乳にては他の 2者に
比し，摂取量が可成り大となる事を認めた。半脱脂
乳栄養未熟児は電解質の過剰蓄積を起す事が出納試
験の結果認められ，叉その電解質， N摂取量の大な 
る為，腎より排世すべき量が増大し，その結果最小 
必要尿量が増加し，出生後初期の乳汁暗乳量が寡い
時期K於て，特に脱水の危険K曝らされ，叉 Super-
mineralisationの危険があると考えられた。将来の 
研究に於て，現在認められて居る如き特長以上の確
実なる長所が明らかにされない限り，高電解質にし
て高蛋白の乳汁は少く共出生後日の浅い未熟児l乙使
用を勧めるべきものではないと考えられる。
